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１）中間評価から

　大阪らしい文化行政をもっと「見える」形に
　　　　　　　　　→重点事業を決め、実施体制を手厚く


1 施設（ハコ）　各施設の特色を打ち出して活用を。
・府立江之子島文化芸術創造センター→「プラットフォーム形成支援事業
の拠点」という特色をもっと分かりやすく伝え、活用する。
　　 ・市中央公会堂　重要文化財という財産を生かす事業編成。

　② 賞　認知度を高め、受賞者の業績をPRする支援を。

　③ フェスティバル　街の話題になるフェスティバルを目指せ！
　　 ・おおさかカンヴァス（府）→水都大阪との連携でにぎわい創出、現代アート 
       と出合う機会を広げた。
　　 ・大阪クラシック（市）→会場の外にもにぎわいがあればもっと楽しい。
       他部局や民間事業者との連携を。
　　 ・大阪アジアン映画祭（市）→今年度は３月に実施。

　④ 次世代育成　鑑賞教室や体験型ワークショップについては、本当に子どもたちが楽しんでくれる魅力的なプログラムの開発を目標にしては？
　　 教育委員会や青少年担当部局とも連絡、連携を。

[bookmark: _GoBack]　⑤ 公募型助成金　まず認知度を高めること。使いやすい制度に手直しすること。（26年度は助成対象費目を拡大、申請に向けた説明会を実施など予定）

　⑥ ファンドレイジング　「ふるさと納税制度」への取り組みを本格化、どこまで活用できるかチャレンジを！

　


２）大阪アーツカウンシルが目指すもの〜大きな方針

　大阪に対する愛着や誇りを深め、高めてもらうことが文化行政の目標。文化振興計画に沿って「文化をつくる」「都市をつくる」「未来をつくる」が三つの指標。

大阪アーツカウンシルが考える文化行政の役割とは？

　☆大阪の宝を再発見
　☆創造を支援する環境づくり



３）大阪アーツカウンシルの活動

　☆７月の発足から活動開始。平成２６年度にさらに以下の活動をスタート。
　＜ホームページ開設＞　大阪の文化情報のポータルサイトに
　＜拠点＞　江之子島に「場」をつくる→まず週１回から
　＜企画＞　ネットワークづくり、出会いの場づくり



４)　２０１５年「シンボルイヤー」、２０２０年「東京五輪文化プログラム」に向けて

　２０２０年に大阪をどんな文化都市に育てることを目指すか？
　みんなで夢やアイデアをぶつけあい、そこから生まれた具体的な事業を重ねたい。
　現在の事業にはない、まったく新しいものを目ざす。
　アーツカウンシルはアイデアが生まれる「場」づくりを積極的に進める。

　現在の府・市文化振興計画は２０１３年〜１５年の３カ年だが、２０１５年をスタートに２０２０年を目指す新たな計画があってもいいのでは？
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